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 「吉川高校生の成長物語」第21回は、第17号で紹介した学校設定科目「日本の文化」での取り組みの続編です。 
 鍛冶職人 田中誠貴さんのご指導を受けて実習で製作したナイフ（写真①～③）をはじめ、三木金物（写真④～⑥）

を使い、身近で日本文化に欠かすことのできない竹を材料に、花器を作りました（写真④～⑦）。花材（写真⑧）

は、尾花（ススキ）、ノジギク、アキノキリンソウ、南天の実など、この季節ならではの野の花々です。生徒は思い
思いに花材を選び、個々の感性で自作の花器に生けていきました（写真⑨-1・2、⑩）。完成した作品（写真⑪）は、 

いずれも「日本の文化」にふさわしく、季節感があり、風情が感じられるものでした。 
 なお、余談ですが、写真⑥で竹用ドリルを扱っている男子生徒は、偶然にも、このドリルを製造している三木市内
の優良企業への就職が内定しています。 

魅力・特色ある授業紹介④：

① 砥石（といし）で研（と）ぐ     ② グラインダーで研磨        ③ 完成したナイフ（柄は既製品） ④ 竹挽（ひ）き鋸で竹を切断 

⑤ 鑿（のみ）で四角い穴を作る  ⑥ ドリルで吊るすための穴をあける  ⑦ ナイフで断面を削り仕上げる   ⑧ 花材の野の花 

⑨‐1・2 個々の感性で生ける 

⑩ できた！    
                ⑪ 完成作品３例 


